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１ 学習者の注意を獲得する イントロダクション 課のテーマと目標 Can−doに関する日本事情を
写真で提示。
２ 授業の目標を知らせる 今日の Can−do Can−doの提示。












５ 学習の指針を与える 理解確認・表現 目標達成に必要な新出語彙と文型の説明。
６ 練習の機会を作る 練習しましょう 文型・聞き取り・ペア会話など５－１０種のタス
ク。
７ フィードバックを与える できましたか？ 目標 Can−doの達成を確認する総合タスク。
８ 学習の成果を評価する 評価しましょう ７について、自己評価またはペア評価を４段階
で行う。その際「復習したいこと」を自覚させ
る。また教師からの評価・コメント欄も設けた。










































































































































































































































動詞の活用（非過去） ／／ 助詞「を」、「で」 ／／ 疑問












家族に関する語彙 ／／ 人の性格に関する語彙 ／／






い形容詞の活用（過去） ／／ 動詞のて形 ／／ 場所＋
























図１ イントロダクション 図２ 今日の can−do／知っていますか？




図５ 練習しましょう 図６ できましたか／評価しましょう
図７ やってみましょう 図８ コースブック『どうぞよろしく』体裁
資料２－② 課の構成例
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